
平
成
29
年
度
予
算
総
額 

１
０
４
８
億
４
０
０
０
万
円
を
可
決
し
た
ほ
か

議
員
提
出
議
案「
熊
谷
市
手
話
言
語
条
例
」な
ど
を
可
決
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し
て
、
出
産
や
子
育
て
に
関
す
る

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口
を
設
置

す
る「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
運
営
事
業
」、
専
任
職
員

を
配
置
す
る「
地
域
子
育
て
支
援

拠
点
充
実
事
業
」、
小
学
生
ま
で

対
象
を
拡
大
す
る「
学
習
支
援
充

実
く
ま
な
び
ス
ク
ー
ル
事
業
」、総

合
戦
略
の﹃
転
入
・
定
住
促
進
﹄と

し
て
、「
三
世
代
ふ
れ
あ
い
家
族
住

宅
取
得
等
応
援
事
業
」、「
奨
学

金
利
子
支
援
事
業
」、
総
合
戦
略

の﹃
雇
用
促
進
﹄と
し
て「
企
業
誘

致
推
進
事
業
」、﹃
暑
さ
対
策
事

業
﹄と
し
て
、「
熊
谷
さ
く
ら
運
動

公
園
日
陰
創
出
事
業
」、
地
域
へ

の
熱
中
症
予
防
の
啓
発
を
行
う
た

め
の「
地
域
へ
発
信
！
中
学
生
サ

ポ
ー
タ
ー
事
業
」等
、﹃
市
民
協

働
事
業
﹄と
し
て
、「
地
域
猫
活
動

推
進
事
業
」、「
面
会
交
流
支
援

事
業
」、
﹃
防
災
対
策
・
安
全
対

策
﹄
と
し
て
、「
空
き
家
等
対
策

事
業
」、「
消
防
団
後
方
支
援
隊
設

置
事
業
」、﹃
環
境
対
策
﹄と
し
て
、

「
あ
っ
ぱ
れ
・
天
晴
・
太
陽
光
発
電

等
普
及
推
進
事
業
」、﹃
道
路
対

策
・
交
通
対
策
﹄と
し
て
、「
通
学

路
交
通
安
全
対
策
事
業
」等
、﹃
商

　

初
日
（
３
月
１
日
）
の
本
会
議

で
は
、
市
長
か
ら
次
の
よ
う
な
施

政
方
針
演
説
と
予
算
等
の
概
要
説

明
が
次
の
と
お
り
あ
り
ま
し
た
。

　

「
平
成
29
年
度
は
、
第
一
次
総

合
振
興
計
画
の
最
終
年
度
に
当
た

り
、
総
仕
上
げ
の
年
と
し
て
、
目

標
達
成
に
向
け
た
施
策
を
重
点
的

に
実
施
す
る
。

　

現
在
、
策
定
作
業
を
進
め
て
い

る
第
二
次
総
合
振
興
計
画
に
つ
い

て
も
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か

り
と
受
け
止
め
、
本
市
の
強
み
と

課
題
を
的
確
に
把
握
し
、
人
口
減

少
を
克
服
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て

輝
き
続
け
る
都
市
で
あ
る
た
め
に

必
要
な
政
策
を
盛
り
込
む
。

　

ま
た
、
29
年
度
は
、
私
の
任
期

の
最
終
年
で
あ
り
、
市
民
の
皆

様
と
約
束
し
た「
ひ
と
を
大
切
に
」、

「
ま
ち
を
元
気
に
」、「
み
ら
い
を
拓

く
」を
基
本
姿
勢
と
し
た
55
の
政

策
提
言
に
つ
い
て
も
、
達
成
に
向

け
て
、
引
き
続
き
全
力
を
挙
げ
て

取
り
組
む
。

　

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

２
０
１
９
開
催
ま
で
２
年
半
と

な
っ
た
。
大
会
の
成
功
と
と
も
に
、

国
内
外
か
ら
来
訪
さ
れ
る
多
く
の

お
客
様
を
安
全
、
快
適
に
お
迎
え

で
き
る
よ
う
、
市
民
や
関
係
機
関

の
皆
様
と
準
備
を
進
め
て
い
く
と

と
も
に
、
大
会
が
本
市
に
も
た
ら

す
効
果
を
意
識
し
、
よ
り
多
く
の

レ
ガ
シ
ー
が
創
出
さ
れ
る
施
策
を

推
進
し
て
い
く
。

　

新
年
度
予
算
は
、
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
関
連
道
路
や
生

活
道
路
の
整
備
な
ど
地
域
経
済
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
事
業
や
、
文

化
セ
ン
タ
ー
耐
震
補
強
工
事
お

よ
び
小
学
校
屋
内
運
動
場
建
築

工
事
な
ど
防
災
、
安
全
対
策
の
ほ

か
、
認
可
保
育
施
設
や
放
課
後
学

童
保
育
室
な
ど
子
育
て
支
援
策

へ
重
点
配
分
を
行
い
、
一
般
会
計

は
、総
額
６
４
３
億
円
で
、特
別
会

計
等
を
含
む
総
額
は
、１
０
４
８

億
４
千
万
円
で
あ
る
。
主
な
事
業

は
、﹃
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

２
０
１
９
の
推
進
﹄と
し
て
、大
会

開
催
に
向
け
た
２
年
前
イ
ベ
ン
ト

や
輸
送
交
通
、フ
ァ
ン・
ゾ
ー
ン
等

各
種
基
本
設
計
の
策
定
、「
歩
行
者

案
内
施
設
整
備
事
業
」等
、総
合

戦
略
の﹃
出
産
・
子
育
て
支
援
﹄と

平成29年　第 １回
定 例 会

　平成2９年第１回市議会定例会は、3 月１日から３月
21 日までの2１日間を会期として開かれ、187人の方に
傍聴にお越しいただきました。
　この議会では、「平成2９年度熊谷市一般会計予算」な
どの市長提出議案34件を審議し、32件を原案どおり可決、
1 件を承認、１件の人事案件に同意しました。
　また、議員提出議案 2 件を原案のとおり可決しました。

工
振
興
﹄と
し
て
、「
プ
レ
ミ
ア
ム

付
き
商
品
券
発
行
事
業
」、「
街

路
灯
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
支
援
事
業
」、

﹃
ス
ポ
ー
ツ・
観
光
・
交
流
﹄と
し
て
、

「
新
観
光
協
会
運
営
支
援
事
業
」、

「
全
国
ご
当
地
う
ど
ん
サ
ミ
ッ
ト

支
援
事
業
」、﹃
教
育・文
化
﹄と
し

て
、「
小
学
校
・
中
学
校
校
舎
大
規

模
改
造
事
業
」、
全
小
中
学
校
を

対
象
に
洋
式
化
等
を
図
る「
小
学

校
・
中
学
校
ト
イ
レ
整
備
事
業
」

等
、﹃
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
﹄と

し
て
、
道
路
や
公
園
施
設
の
破
損
、

防
犯
灯
の
故
障
等
に
つ
い
て
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
市
民
が
簡
単

に
通
報
で
き
る
「
道
路
等
通
報
シ

ス
テ
ム
事
業
」
等
を
実
施
す
る
。

　

平
成
28
年
度
補
正
予
算
案
は
、

一
般
会
計
に
お
い
て
、
「
高
齢
者

施
設
防
犯
対
策
支
援
事
業
」
や

「
放
課
後
児
童
対
策
事
業
」
等
を

計
上
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、一
般
議
案
と
し
て
、

保
護
重
点
区
域
内
に
お
け
る
ホ
タ

ル
の
捕
獲
等
を
防
止
す
る
措
置
の

強
化
を
図
る
た
め「
熊
谷
市
ホ
タ
ル

の
保
護
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
」な
ど
を
提
案
す
る
。」

人権尊重宣言都市・くまがや

施
政
方
針
等
の
概
要
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初
日（
３
月
１
日
）の
本
会
議
で

は
、条
例
案
１
件
に
つ
い
て
承
認

し
、新
年
度
予
算
案
や
補
正
予
算

案
、条
例
案
が
上
程
さ
れ
、３
月

６
日
の
本
会
議
で
は
、次
の
議
案

に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

⃝

熊
谷
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

⃝

熊
谷
市
立
体
育
施
設
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

⃝

熊
谷
市
人
事
行
政
の
運
営
等
の

状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

⃝

熊
谷
市
空
家
等
対
策
協
議
会
条
例

⃝

平
成
29
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計

予
算
か
ら「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
シ

ス
テ
ム
整
備
事
業
」、「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
等
交
付
事
業
」、「
認
知

症
検
診
事
業
」、「『
総
合
戦
略
』地

域
子
育
て
支
援
拠
点
充
実
事
業
」、

「『
総
合
戦
略
』産
後
ケ
ア
事
業
」、

「
合
併
処
理
浄
化
槽
維
持
管
理
費

補
助
事
業
」、「
ご
み
減
量
対
策
事

業
」、「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
発

行
事
業
」、「
新
観
光
協
会
運
営
支

援
事
業
」、「『
ま
つ
り
の
ま
ち
熊
谷
』

伝
統
行
事
等
支
援
事
業
」、「
道
路

整
備
事
業
」、「『
総
合
戦
略
』池
上

地
区『
道
の
駅
』整
備
事
業
」

⃝

平
成
28
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計

補
正
予
算
か
ら
「
高
齢
者
施
設
防

犯
対
策
支
援
事
業
」

（
※
質
疑
と
答
弁
の
内
容
は
、市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
会
議

録
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継（
録
画

放
映
）で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。）

　

そ
の
後
、
各
議
案
は
所
管
の
常

任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
日
に
は
、
総
務
文
教
常
任
委

員
会
お
よ
び
環
境
産
業
常
任
委
員

会
に
お
い
て
、
８
日
に
は
市
民
福

祉
常
任
委
員
会
お
よ
び
都
市
建
設

常
任
委
員
会
に
お
い
て
、
付
託
さ

れ
た
議
案
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
慎

重
な
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日（
３
月
21
日
）の
本
会
議

で
は
、各
常
任
委
員
長
か
ら
案
件

審
査
の
経
過
お
よ
び
結
果
が
報
告

さ
れ
、質
疑
、討
論
の
後
採
決
を
行

い
、市
長
提
案
議
案
を
全
て
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。ま
た
、追

加
の
議
員
提
出
議
案
２
件
を
原
案

可
決
、追
加
の
人
事
議
案
１
件
に

同
意
し
、３
月
定
例
会
は
閉
会
し

ま
し
た
。（
詳
し
く
は
、４
ペ
ー
ジ
の

平
成
29
年
第
１
回
定
例
会
審
議

結
果
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

熊
谷
市
手
話
言
語
条
例
を
可
決

　

３
月
21
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

議
員
提
出
議
案
と
し
て
本
条
例
が

提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
議
員

全
員
の
賛
成
に
よ
り
、
可
決
し
ま

し
た
。

審
議
の
概
要

熊
谷
市
手
話
言
語
条
例（
平
成
29
年
４
月
１
日
施
行
）　　
　
　
　
※
一
部
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

　

言
語
は
、お
互
い
の
意
思
疎
通
を
図
り
、知
識
を
蓄
え
文
化
を
創
造
す
る
上
で
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、人
類
の
発
展

に
大
き
く
寄
与
し
て
き
た
。

　

手
指
や
体
の
動
き
、表
情
を
使
っ
て
視
覚
的
に
表
現
す
る
手
話
は
、日
本
語
と
同
様
の
一つ
の
言
語
で
あ
る
。ろ
う
者
は

物
事
を
考
え
、意
思
疎
通
を
図
り
、お
互
い
の
気
持
ち
を
理
解
す
る
た
め
に
、ま
た
、知
識
を
蓄
え
て
文
化
を
創
造
す
る
た

め
に
必
要
な
言
語
と
し
て
、手
話
を
大
切
に
育
ん
で
き
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、長
い
間
手
話
は
言
語
と
し
て
認
め
ら
れ
ず
、ろ
う
者
は
様
々
な
不
便
や
不
安
を
感
じ
て
暮
ら
し
て
き
た
。

　
こ
の
よ
う
な
経
過
の
中
で
、近
年
、障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
や
障
害
者
基
本
法
に
お
い
て
、言
語
に
は
手
話
を

含
む
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。

　
「
と
も
に
生
き
、と
も
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」を
進
め
る
熊
谷
市
に
お
い
て
、手
話
は
言
語
で
あ
る
と
の
認
識
に
立

ち
、ろ
う
者
へ
の
理
解
を
深
め
、誰
も
が
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
、支
え
合
い
、地
域
で
安
心
し
て
幸
せ
に
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、こ
の
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
あ
る
。  

　
（
目
的
）

第
１
条　
こ
の
条
例
は
、手
話
が
言
語
で
あ
る
と
の
認
識
に
基
づ
き
、手
話
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
基
本
理
念
を
定
め
、

市
の
責
務
並
び
に
市
民
及
び
事
業
者
の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、手
話
へ
の
理
解
及
び
手
話
の
普
及
の

促
進
を
図
る
と
と
も
に
、手
話
の
使
い
や
す
い
環
境
を
構
築
す
る
こ
と
で
、全
て
の
市
民
が
共
に
生
き
る
地
域
社
会
の

実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
（
基
本
理
念
）

第
２
条　

手
話
の
普
及
の
促
進
は
、ろ
う
者
及
び
ろ
う
者
以
外
の
者
が
、相
互
に
人
格
及
び
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら

共
生
し
、ろ
う
者
の
意
思
疎
通
を
行
う
権
利
を
尊
重
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

　
（
市
民
の
役
割
）

第
５
条　

市
民
は
、手
話
へ
の
理
解
を
深
め
、市
が
推
進
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。  

　
（
事
業
者
の
役
割
）

第
６
条　

事
業
者
は
、手
話
へ
の
理
解
を
深
め
、市
が
推
進
す
る
施
策
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、ろ
う
者
が
利
用
し
や
す

い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
及
び
働
き
や
す
い
環
境
の
整
備
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

　
（
手
話
を
学
ぶ
機
会
の
確
保
） 

第
８
条　

市
は
、前
条
の
規
定
に
よ
り
策
定
し
た
方
針
に
基
づ
き
、ろ
う
者
、手
話
通
訳
者
そ
の
他
手
話
を
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
者
と
協
力
し
て
、市
民
が
手
話
を
学
ぶ
機
会
の
確
保
を
図
る
も
の
と
す
る
。

　
（
事
業
者
へ
の
支
援
） 

第
９
条　

市
は
、ろ
う
者
が
手
話
を
使
用
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
た
め
に
事
業
者
が
行
う
取
組
に
対
し
て
、必
要
な

支
援
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 


